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原 著

成人期男女の避妊に対する行動とイメージに関する研究

木戸久美子＊心 慮＊ 真田 瑞穂＊ 山本 尚美＊ 北川眞理子＊＊ 内山 和美＊＊＊

要  約

 避妊行動の背景にある避妊に対する意識とイメージを明らかにし、男女で避妊に対する意識やイメージがどのように偏っ

ているかを比較検討することを目的とした。対象は、成人期男女で避妊のイメージ20項目を作成し質問紙法による調査を実

施した。対象は県内の成人期男女376名で、156名の男女から回答があった（有効回答152名、回収率41．5％）。

避妊方法は「コンドーム法（男性）」が7割と最も多かった。避妊方法選択の合意については、8割が「納得している」と

回答していた。避妊方法や避妊方法選択について男女差はなかった。

「避妊しなかった」と答えた者ののうち、8割近くの者は、妊娠を望んでいないにも関わらず、避妊していなかった。成熟

期世代の避妊に対する知識が十分に浸透していない可能性が示唆された。

避妊のイメージは5因子構造をなしていた。避妊のイメージ構成要因は、男女及びパートナーの有無では有意な差がないこ

とが明らかになった。
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1．緒  言

 男女共同参画社会実現のためには、女性の性に関す

る健康と権利が保障されなければならない。本邦にお

ける現状は、低用量経口避妊薬の認可をめぐる論争か

らも女性の性の健康と権利が十分保障されていない土

壌が存在している。女性の性と健康の権利保障の第一

歩であった低用量経口避妊薬は、様々な問題を抱えな

がら認可された。認可後、2年以上が経過したが、本

邦では低用量経口避i妊薬は普及していない。避i妊の実

施や方法の選択には避i妊に対する意識やイメージが関

与していると思われる。女性の性の健康と権利を保障

するために、低用量経口避妊薬を普及させることは重

要課題であり、その普及を阻む要因の分析が必要と考

えた。

 日本で用いられている避i州法については、林ら1）は、

選択される避妊法としてはコンドーム法を7割が選択

し、避妊実施時、パートナーと積極的に話し合うもの

は3割に満たなかったという。コンドーム法は近年、

女性用が発売されたが、普及しているとはいえず、男

性用のコンドーム法が主流であり、男性用コンドーム

法は男性の同意がなければ実施できない避妊法ともい

える。生殖年齢における女性の人工妊娠中絶件数が減

少しない2）背景として、避i妊における男女の意識の違

いが避i妊法決定にも関与しており、避妊法選択権にお

ける男女比率が男性優位に傾いていることが原因では

ないかと考えた。40歳代～50歳くらいまでの世代にお

いても人工中絶件数は決して少なくないとみることが

でき、既婚者が多くを占め若年世代よりもむしろ広い

範囲で性行動率の高い世代に焦点をあてて避妊におけ

る男女の意識を調査するべきではないかと考えた。

 本論文では、避妊行動の背景にある避i妊に対する意

識とイメージを明らかにし、男女で避妊に対する意識

やイメージの相違について成人期世代に焦点をあて比

較検討することにした。

II．研究方法

（1）用語定義

 ここで用いている性的パートナーとは実際に性交渉

をもっている異性のことを指す。

（2）調査方法

 成人期男女の避妊に対する意識と行動を調査するた

め質問紙を用いて調査した。
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 質問紙の内容は、対象の属性に関することとして、

性別・年齢・性的パートナー（実際に性交渉をもって

いる異性のこと）の有無、性的パートナー有の場合は、

最近経験：した性交渉から経過している日数、最近経験

した性交渉についての避妊実施の有無、方法、選択し

た避妊法についての納得の有無、避i妊法決定に関する

意思表示について選択肢式質問で回答をもとめた。避

妊に対するイメージは個人的要因と社会的要因からな

る層構造に基づいて枠組みを作成し、内容的なものは

国際家族計画連盟（IPPF）Medical and Service

Delivery Guidelines for Family planning． 2nd edi-

tion（1997）にある患者の権利の項目を参考にし、20

項目の避妊のイメージを作成した。避妊のイメージは

5段階のリッカートスケールを用いて、「思う」～

「思わない」までの記載を求めた（表1）。今回作成し

た避妊のイメージの信頼度係数or ・O．83であった。

表1 避妊に対するイメージ

避妊に関する情報を知る機会がない
正しい情報提供がなされていない
避妊器具や避妊薬入手の方法が閉鎖的である
販売する側が避妊器具や避妊薬に対して偏見を持っている
避妊方法の選択権がない
避妊や性に関して社会の偏見があると思う
保健所などの公的機関に相談窓口がほしい
学校では性教育に避妊の情報を組み入れてほしい
避妊について教育現場で柔軟な姿勢が欲しい
家族の誰かと避妊について話すことができる
避妊に関心がある
避妊についての正しい知識をもちたい
避妊法選択する時は体への影響を気にする
避妊器具や避妊薬は経済的負担が多い
避妊器具や避妊薬の販売方法は閉鎖的である
避妊することで安心してパートナーと性行動を共にできる
避妊法を実行することは自分の性行動に責任をもつことに
なる

避妊法を実行することは男女平等の意識をもたせる
避妊法を実行することは女性（男性）の尊厳を守る
避妊についての問題や心配事を話せる環境がない

行った。避妊のイメージについては男女の避妊に対す

るイメージを構成している要因の分析のために探索的

因子分析を行った。

（5）倫理面の配慮とインフォームドコンセント

 倫理面の配慮とインフォームドコンセントとして、

プライバシーに関わる質問項目であるため、個人が特

定されないよう配慮し、集計・統計処理を行う旨、質

問紙とともに調査依頼書に付して同意をもとめた。

皿．結  果

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

Q18
Q19
Q 20

（1）対象者の属性

 対象者の属性を表2に示す。性別は、男性69名

（45．4％）、女性83名（54．6％）だった。性的パートナー

の有無については、「性的パートナー有」134名（88．8

％）、「性的パートナー無」18名（11．8％）だった。年

齢は、全体平均38．9歳（19-60歳）、男女別では、男

性平均41歳（22-60歳）、女性平均37（19-59歳）で

あった。年代別でみると、20代37人（男性15人、女性

22人）、30代52人（男性24人、女性28人）、40代29人

（男性7人、女性22人）、50代以上34人（男性23人、女

性11人）だった。

表2 対象の属性

性別 生
生
 
 
ヨ
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41歳  22-60歳

（3）研究対象

 対象は県内の成人期男女376名で、青年会議所、校

長会、病院を通じて会社員、教員、病院職員に手渡し、

郵送法により回収した。156名の男女から回答があり、

うち記入漏れ、性的パートナー有と回答した者で、現

在の年代とは異なる年代においての性交渉の経験に対

する回答である場合を除外した。有効回答数は152名

（回収率41．5％）だった。

（4）分析方法

 回収したアンケートは、集計した後、統計処理を行っ

た。統計ソフトはSPSSVer．11．0を使用した。単純集

計後、クロス集計したものについてはz2検定を行っ

た。連続変数問の差の検定にはT検定及び分散分析を

（2）避妊に関して

1）避妊方法選択について

 選択した避i妊方法について図1に示す。「性的パー

トナー有」と回答した134名について、「避妊した」78

人（51．3％）、「避i妊しなかった」54人（35．5％）、無

回答20人（13．2％）だった。「避妊した」と回答した

78人の避妊方法は、「コンドーム（男性用）」58人

（74．4％）（男性30人、女性28人）と最も多く、次いで、

「性交中絶法（膣外射精）」19人（24．4％）（男性8人、

女性11人）、「オギノ式」4人（5．1％）（男性2人、女

性2人）、「不妊手術」4人（5．1％）（男性1人、女性

3人）、「殺精子剤」1人（1．3％）（女性1人）、「その

他」1人（1．3％）（性別不明）だった。「コンドーム

（女性用）」、「低用量ピル」、「IUD」、「リズム法」はい



なかった。特配i妊方法別に男女による回答の偏りはな

かった。各避妊方法別の年齢差は、コンドーム法（男

性用）と性交中絶法（等外射精）ではみとめられなかっ

た（コンドーム法t＝0．4，p＞o．1、性交中絶法（膣

外射精）t＝1．89，p＞o．05）。

 コンドーム（男性用）

性交中絶法（膣外射精）

     感温ノ式

    不妊手術

    殺精子剤

 コンドーム（女性用）

    低用量ピル

      IUD

    リズム法

O 10 20 30 40 50 60 70

図1 避妊方法

2）避i妊方法選択の合意について

 避妊方法選択の合意を図2に示す。「避妊した」と

回答した78人のうち、避妊方法について納得している

かと尋ねた結果、「納得している」66人（84．6％）（男

性32人、女性34人）、「仕方なく納得している」8人

（ll．5％）（男性4人、女性4人）、納得していない2

人（2．6％）（女性2人）、無回答2人（0．3％）（女性

2人）だった。避妊方法選択の合意について男女によ

る回答の偏りは有意ではなかった（Z2（1）＝1．86，

p＞0．1）。避妊方法選択についての年齢差は男女とも

に有意ではなかった（男性F＝0．23，p＞0．1、女性F＝

1．05， p＞O． 1）．

4（11％）

男性

4（1

2（5％）

女性
2（5％）

                    ％）
              國納得している
國納得している              國仕方なく納得している
國仕方なく納得している           □納得していない

□納得していない             囹無回答

 図2 避妊法選択の合意について

3）避妊しなかった理由について

 避i妊しなかった理由として、「避妊しなかった」と

回答した54人のうち、「避妊しなかった理由」は、「そ
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の他」15人（27．8％）（男性10人、女性5人）、「妊娠

しないと思った」14人（25．9％）（男性6人、女性8

人）、「妊娠したかった」12人（22．2％）（男性5人、

女性7人）、「避妊具がなかった」3人（5．6％）（男性

3人）、「面倒くさい」2人（3．7％）（男性1人、女性

1人）、「時期を逃した」（女性1人）、「雰囲気や性感

が損なわれる」（女性1人）「言い出せなかった」（女

性1人）各1人（1．9％）だった。「妊娠しないと思っ

た」14人の年齢は、20代1人、30代3人目40代4人、

50代7人で、妊娠する可能性のある年代の者が半数を

占めていた。

4）避妊の決定に対する意思表示について

 避妊決定の意思表示を図3に示す。「性的パートナー

あり」と回答した134人のうち、避妊決定時の、意思

表示をどの程度したかについて、「多くした」51人

（38．0％）（男性20人、女性31人）、「少しした」24人

（17．9％）（男性10人、女性14人）、「全くしなかった」

44人（32．8％）（男性27人、女性17人）、無回答15人

（11，3％）（男性6人、女性9人）だった。避妊の決定

に対する意思表示について男女による回答の偏りは有

意ではなかった（X2（2）＝5．00， p＞0．05）。避妊の

決定に対する意思表示について年齢差は男女ともに有

意でなかった（男性F＝0，51，p＞0．1、女性F＝0．52，

p＞O． 1）．

（9

27

男性

（12

女性

團多くした               團多くした （19'7％）

國少しした             國少しした
□全くしなかった           ロ全くしなかった

図無回答               図無回答

図3 避妊決定の意思表示について

．7％）

5）避妊の決定権について

 避妊の決定権について図4に示す。「性的パートナー

あり」と回答した134人のうち、「避妊するかしないかを

最終的に決定したのは誰か」は、「二人で決めた」97人

（72．4％）（男性48人、女性49人）、「自分だけで決めた」

13人（9．7％）（男性6人、女性7人）、「相手が決めた」

8人（6．0％）（男性2人、女性6人）、「その他」2人

（1．5％）（男性1人、女性1人）、無回答14人（10．4％）
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（男性6人、女性8人）だった。避妊の選択権について

男女による回答の偏りは有意ではなかった（Z2（3）＝

1．995，p＞0．1）。避i妊の選択権について年齢差は男女

ともに有意でなかった（男性F＝0．14，p＞0．1、女性F＝

2．23， p＞O．05）．

1（1．6％

2（ 3．2％）

6〈 9，5％）

男性

）
 
％
％
6
5

1
4
ε

女性

圓二人で決めた                圏二人で決めた

團自分だけで決めた              團自分だけで決めた

□相手が決めた                 口相手が決めた

圏その他                  國その他
色無回答                  ［］無回答

 図4 避妊の決定権について

6）避妊のイメージ

 避妊のイメージについては、性的パートナーの有無

と性差によって「パートナーあり（男性）」「パートナー

なし（男性）」「パートナーあり（女性）」「パートナー

なし（女性）」の4つの群に分けて検討することにし

た。

 4三間で避i妊のイメージを比較した。4群間で回答

の偏りが有意だったのは「販売する側が避妊器具や避

妊薬に対して偏見を持っている」（X2（1）＝21．16，

p＜0．05）「家族の誰かと避妊について話すことができ

る」（X2（1）＝25．70， p＜0．05）「避妊に関心がある」

（Z2（1）＝26．99， p＜0．01）「避妊器具や避妊薬は経済

的負担が大きい」（x2（1）＝34．78，p＜0． Ol）「避i妊器

具や避妊薬の販売方法は閉鎖的である」（X2（1）

＝21．38，p＜0．05）だった。

8）避妊のイメージの因子構造

 避妊のイメージを構成している要素を探索しその因

子構造を明らかにする目的で避妊のイメージについて

因子分析を行った。探索的因子分析を行うにあたって

主因子法による斜交回転プロマックス法を用いること

にした。探索的因子分析の結果を表3に示す。探索的

因子分析の結果、固有値が1．0以上であった5因子を

抽出した。第1因子「避i妊に関する情報提供への不満」、

第2因子は「避妊に対する偏見」、第3因子は「避妊

に関する知識・関心」、第4因子は「責任・尊厳の高

まり」、第5因子は「性教育への期待」と名づけた。

 避妊のイメージについては、男女間での比較ととも

に性的パートナーの有無別に比較することにし、「性

的パートナーあり （男性）」、「性的パートナーあり

（女性）」、「性的パートナーなし（男性）」、「性的パー

トナーなし（女性）」の4群について比較検討した。

 避妊のイメージを構成する5つの因子における4群

問の因子得点の差は認められなかった（1因子F＝2．50，

0．05＜p＜0．1、2因子F＝1．61，p＞0．1、3因子F＝

0．11，p＞0．1、4因子F＝0．63， p＞0．1、5因子F＝

O． 39， p＞O． 1）．

表3 避妊のイメージの因子構造

1因子  2因子  3因子  4因子  5因子
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IV．考  察

 今回は、避妊行動の背景にある避妊に対する意識と

イメージを明らかにし、男女で避妊に対する意識やイ

メージがどのように偏っているかを成人期世代の男女

で比較検討することを目的とした。対象は既婚者が多

く、性行為を行っている可能性の高い年代であるため、

「性的パートナー有」．が8割とその多くを占めていた。

対象者の平均年齢は、38．9歳であり、約7割が生殖年

齢期にあったが、妊娠したかった12人を除くと「性的

パートナー有」のうち約半数が避妊を実施していた。

（1）避妊の実行について

「避妊しなかった」と答えた者ののうち、8割近くの

者は、妊娠を望んでいないにも関わらず、避妊してい

なかった。「妊娠しないと思った」と答えた者のうち、

生殖年齢期にある者は、約半数であったことから、避

妊に対する知識が成熟期世代においても十分浸透して



いない結果とみなすことができる。

 北村らは、性行動が自由で活発になっているように

見える現代においても、女性は本当の意味で解放され

ておらず、男女が対等に関わり合っていない3）という。

今回、少数ながらも、避妊を「言い出せない」ために

避妊できなかったのはいずれも女性であった。

 避妊したと回答した者のうち、避妊方法として「コ

ンドーム（男性用）」を用いている者が7割と男女共

に多かった。林ら1）の本邦における避妊法調査で「コ

ンドーム（男性用）」を用いている者が7割との報告

と合致した結果だった。前述の報告は、低用量経口避i

妊薬認可前の結果であるが、本邦で用いられている避i

妊方法は以前と変わりなく、「コンドーム（男性用）」

が最も多いことが分かった。次いで多かったのが、

「性交中絶法（膣外射精）」だった。「性交中絶法（野

外射精）」は射精前のクーパー電顕中に精子が含まれ

るため妊娠の可能性が高く、避妊法とはいえないこと

が専門的には知られているが、「コンドーム（男性用）」

に次いで多かったことから、この結果からも、避i妊の

知識が成熟期世代において十分に浸透していないこと

が示唆された。

「低用量経口避妊薬」、「IUD」、「コンドーム（女性用）」

の使用者はいなかった。林ら1）、北村ら3）の調査によ

ると、本邦では、低用量経口避妊薬は女性の約1割が

使用しているという結果が得られているが、今回の調

査では「低用量経口避妊薬」の使用者はいなかった。

「低用量経口避妊薬」は、産婦人科での医師の診察や

検査が必要であること、喫煙者や婦人科疾患をもって

いる者などに使用の制限があること、定期的な検査が

必要であること、費用がかかること、副作用が懸念さ

れること5）が普及を妨げている一因として挙げられる。

「低用量経口避i妊薬」と同様に入手及び装着ともに医

療機関を受診する必要がある「IUD」や、男性器と女

性器の構造上の違いから装着が簡易ではない「コンドー

ム（女性用）」は、女性主体の避i妊方法ではあるが、

選択されていないことがわかった。米国においての報

告6）では、コンドーム（女性用）は、男性側にとって

は性感を損なうことなく使用でき、女性側にとっては

自分の意思で使用することができることからSTD予防

の意味だけでなく様々な用途での使用が期待できると

し、今後推奨していくにあたり学習プログラムを組む

ことが必要とされている。本邦においてもコンドーム

（女性用）の有用性については学習を深め、普及にむ

けた活動が必要と考えた。

 避妊方法選択は、8割以上の者が納得していた。
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「仕方なく納得している」と答えた者が約1割引り、

避妊方法として、「コンドーム（男性用）」・「性交中絶

法」が用いられていた。「納得していない」と答えた

者はいずれも女性であり、避妊方法としても、「コン

ドーム（男性用）」・「性交中絶法」が用いられていた。

少数ではあるが、避妊方法に納得していない女性はす

べて男性主体の避妊法を強要されていた。

 避妊の意思表示については、女性が男性に比べて多

く意思表示していることが分かった。野田4）は、女性

側に妊娠するかどうかを自分で選択する意識を育てる

必要があると述べているが、避妊の最終的な決定につ

いて、「ふたりで決めた」が約6割であり、2人制合

意のもとであることがわかった。対象者に既婚者が多

かったことも結果に影響を与えたと考えた。

「相手が決めた」と回答した者のうち、8割が女性だっ

たことは、男性に決定権を委ねたのは、男性主体であ

る「コンドーム（男性用）」を使っていたことが一因

であると考えた。避妊方法に納得してないと回答した

ものはすべて女性だったこととあわせて考えると、女

性主体の簡便な避妊方法の選択肢が拡大することが望

まれる。

（2）避妊のイメージについて

「パートナーあり （女性）」は、避i妊の際の経済的負

担感や、販売する側に避妊具への偏見、販売方法の閉

鎖性を感じていた。家計をあずかるものが避妊具を購

入しているとも考えられ、主婦が購入する場合、偏見

ある態度をとられたり避妊具が購入しにくい現状であ

ることは、今後改善される必要があると考えた。

 女性が避妊についての意思表示を多くしていたこと

が明らかになったが、「パートナーあり（女性）」で避

妊についてオープンに話せていたが、「パートナーあ

り（男性）」で避妊に関心のあるものが少なかった。

女性が避妊に対して関心も高く、避i妊決定の意思表示

を男性より多くしていながら、男性主体の避妊法を選

択せざるをえない状況にあることについて、成人期世

代においては、避妊法選択肢の拡大が望まれること、

女性の性に関する健康を守るための情報の伝達方法を

見直し、十分野情報が避妊を必要としている世代に浸

透させることの必要性を感じた。

 避妊のイメージは5因子構造をなしていたが、第1

因子は「避妊に関する情報提供への不満」、第2因子

は「避妊に対する偏見」、第3因子は「避妊に関する

知識・関心」、第4因子は「責任・尊厳め高まり」、第

5因子は「性教育への期待」だった。避妊のイメージ

を構成する各因子について4群問で比較した結果、有
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意差は認められなかったことから、避妊のイメージ構

成要因は性差及びパートナーの有無では差がないこと

が明らかになった。避妊のイメージの中に「性教育の

期待」因子が存在した。英国における報告8）によると、

思春期における若者に対して避妊教育を実施した群と

教育をしなかった群と比較すると避妊に対する知識が

増していたが、性活動やリスクの高い性行動に関して、

差違がなかった。本邦においては、性教育を実施する

教員の避妊教育を評価した報告はない。現在学齢期に

実施されている避妊に関する性教育について評価する

時期にきており、避妊を含めた学齢期における性教育

の見直しを含め検討する必要性があるのではないかと

考えた。

 成人期世代の避妊のイメージや意識は、男女におい

て特徴的ではなかった。女性は、避妊について意思表

示できていたが、適切な性行動がとれていないことか

ら、知識や正しい情報の伝達が学齢期だけでなく、成

人期世代の男女においても必要であると考えた。本邦

における避妊方法は選択肢が少ないため、避妊につい

て意思表示できない女性たちは納得のいかない避妊を

強要されている現状が明らかになった。低用量経口避

妊薬やコンドーム（女性用）が普及しないことも考慮

し、避妊を「言い出せない」女性が、簡便で主体的に

実施できる避妊方法の拡大が必要であると考えた。

V．まとめ

1、「性的パートナー有」と回答したもので、避妊し

たものは約半数だった。避妊方法は「コンドーム法

（男性）」が7割と最も多く、「コンドーム（女性用）」、

「低用量ピル」、「IUD」、「リズム法」はいなかった。

2、避妊方法選択における性別および年齢による差は

みられなかった。

3、避妊方法選択の合意については、8割が「納得し

ている」と回答していた。性別および年齢による差は

みられなかった。

4、「避妊しなかった」と答えた者ののうち、8割近

くの者は、妊娠を望んでいないにも関わらず、避妊し

ていなかった。成熟期世代の避妊に対する知識が十分

に浸透していない可能性が示唆された。

5、「パートナーあり（女性）」は、避妊に対してパー

トナーと話せており、避妊具も自ら購入していた。一

方、「パートナーあり（男性）」は避i妊に無関心な様子

が明らかになったことから、女性主体で用いることの

できる避妊法選択肢が拡大されることが望まれる。

6、避妊のイメージは第1因子「避妊に関する情報提

供への不満」、第2因子は「避i妊に対する偏見」、第3

因子は「避妊に関する知識・関心」、第4因子は「責

任・尊厳の高まり」、第5因子は「性教育への期待」

だった。避妊のイメージ構成要因は、性差及びパート

ナーの有無では有意差がないことが明らかになった。
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Abstract：

  In this study， we disclose the ideas and images of the contraception in choosing contraception， and we inves-

tigate the difference of the images between male and female． Subjects were 376 adult male and female living in

Yamaguchi prefecture． The study was performed with a questionnaire consisting of twenty items about the images

of contraception． We took 156 replies to our questionnaire． Most popular procedure of the contraception was a

condom for male． Seventy percent of the subjects chose these methods． Eighty percent of the subjects chose the

method of contraception by agreement in the couple． There was no difference in the method and choice of contra-

ception between male and female． Eighty percent of subjects without contraception could not get pregnant． The

images of contraception consisted of five factors． These factors had no statistical differences between the sex

and the presence of the partner． There was no sexual difference of the images for the contraception in the ma-

tured generations． They contributed actually in decision of contraception． But there was sufficient knowledge

for the contraception．
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